
明 星 新 聞  ２０１８年（平成３０年）２月号  １ 

今年はあいにくのお天気でしたが、皆さんでお参りしたり

お守りを買ったりして、笑顔ですごされていました。 

初詣に石切神社に出かけました。参道でお買い物したり 

おいしいものを食べたりと、笑顔が絶えませんでした。 

みんなで私市の天田神社へ初詣に出かけました。

神社で今年一年の安全をお願いしました。 
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すべての人と共に  
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２０１８年（平成３０年）２月号   明 星 新 聞 ２ 
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私
は
、
大
正
１４
年
に
宮
崎
県
延
岡
市

で
８
人
兄
弟
の
４
番
目
の
長
女
と
し

て
生
ま
れ
ま
し
た
。
私
の
下
に
妹
３
人

と
弟
１
人
が
い
て
、
よ
く
子
守
り
を
し

ま
し
た
。
近
所
の
子
は
、
お
人
形
さ
ん

を
お
ん
ぶ
し
て
お
ま
ま
ご
と
を
し
て

い
た
の
に
、
私
は
、
本
物
の
弟
を
お
ん

ぶ
し
て
い
ま
し
た
。 

一
番
可
愛
が
っ
て
い
た
弟
を
２０
歳

で
亡
く
し
た
の
は
、
本
当
に
悲
し
か
っ

た
で
す
。 

１５
歳
の
と
き
、
名
古
屋
で
女
中
奉
公

を
３
年
し
、
そ
の
後
、
京
都
で
も
３
年

し
ま
し
た
。
２２
歳
の
と
き
に
、
顔
も
知

ら
な
い
人
と
お
見
合
い
を
し
、
村
長
さ

ん
の
仲
人
で
結
婚
を
し
ま
し
た
。
主
人

は
優
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
姑
は
几
帳
面

で
厳
し
く
、
辛
い
思
い
を
し
ま
し
た
。 

そ
ん
な
私
を
見
か
ね
て
、
父
が
里
に
連

れ
帰
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
旅
館

で
働
き
、
そ
こ
に
お
米
を
持
っ
て
来
て
い

た
主
人
と
よ
く
話
す
よ
う
に
な
り
結
婚

を
し
ま
し
た
。 

主
人
は
き
こ
り
を
し
て
い
て
、
息
子
も

１
人
生
ま
れ
幸
せ
で
し
た
。
息
子
が
成
人

し
、
大
阪
に
就
職
し
た
の
を
期
に
、
主
人

と
大
阪
に
出
て
来
ま
し
た
。
息
子
が
５７

歳
で
私
達
よ
り
早
く
に
亡
く
な
っ
た
の

が
、
一
番
辛
か
っ
た
で
す
。
そ
の
後
主
人

も
亡
く
な
り
、
嫁
に
と
て
も
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

 

今
は
、
ホ
ー
ム
明
星
に
入
所
し
、
歌
が

好
き
な
の
で
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
一
日
一
日
を
元
気
で
楽

し
く
暮
ら
し
た
い
で
す
。 
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明 星 新 聞  ２０１８年（平成３０年）２月号  ３ 

昨年 12 月 10 日に、星田自治区の自主防災訓練が行われました。避難場所は耐震補

強工事を済ませた指定避難所の「星田会館」です。明星から歩いて 5 分です。 

自治会の防災訓練が初めてということもあり、何か仕掛けがほしいと仰る区長さん

に、「炊出し」の提案をしました。明星では、羽釜と薪を常備しており、毎年 9 月に行

う法人の防災訓練では、炊出しの訓練を行っています。 

軽費老人ホームのお年寄りは、羽釜で炊いたごはんをおにぎりにするお手伝いをさ

れているので、今回の自治会防災訓練でも、地域の皆様と一緒に大活躍。こんな事が

起きなければいいねと願いつつも、いざという時に備えるための充実した協働作業で

した。また来年の訓練も参加させていただきたいです。 

因みに羽釜ひとつあたりの食数は、おにぎり 70 個、豚汁 100 食でした。 

明星では今後も羽釜を増設する予定です。 

 

星田自治区の防災訓練 

市川信樹 後藤かおり 南ゆかり 今井当志子 下山たまき 大村進 

坂越裕美 西中宏 吉田ゆかり 中川未跡紀 

豚汁 100 食  おにぎり 70 個 羽釜でごはんの炊き出し 
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２０１８年（平成３０年）２月号   明 星 新 聞 
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＊  行事予定は変更することがあります

ので、できれば事前にご確認ください。 
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אל ⁵ǔǵ  
 恵方巻きとは、｢節分の夜に、恵方に向かって願い事を思い浮かべながら、巻寿司を丸かじり（丸かぶり）

し、言葉を発せずに最後まで一気に食べると願い事がかなう｣とされています。 

巻寿司には７種類の具材（かんぴょう・キュウリ・伊達巻・ウナギ・桜でんぶ・シイタケ煮・高野豆腐）

を使い、その数は、商売繁盛や無病息災を願って七福神に因んだもので福を巻き込むという説や、巻寿司

を逃げた鬼が忘れていった金棒（鬼の金棒）に見たてて、鬼退治をするという説もあります。 


